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：物品推定システム

■   技術概要
  　　特記事項、
  　　図など

物品推定システム

コミュニケーションロボット、
人とロボットとの対話システム
人間独自の略語や方言などの一般の単語辞書に存在しない単語を単語辞書に登
録して音声認識ができるようにして、ローカルな場所での人とロボットとの対話を可
能とする。

本発明は、ロボットが人間と音声認識技術を応用して対話する際に、人間がしばし
ば用いる略語や方言など、通常の単語辞書に登録されていない単語を発声した場
合であっても、一旦その未登録単語を介しての対話が行われた後は、方言や略語
を使った人間との対話が通常の対話と同様になんらの支障もなく行える。

例えば、人間１６とロボッ
ト１２とが書架２６に置か
れた書籍２４に関して対
話する際に、ロボット１２
が人間１６との対話のた
めに保持している音声認
識用の単語辞書１２６に
は書籍２４の正式なタイト
ルが登録されてはいる
が、人間１６は正式タイト
ルで書籍２４を指定すると
は限らず、略したタイトル
で呼ぶ場合があり、人間
１６が略タイトルを発声し
てその音声が単語辞書
に存在しないに場合には
人間１６の指差しなどで
人間１６の発声と書籍２４
の正式タイトルとの対応
を物品辞書１２２に登録し
ておき、それ以後は、ロ
ボット１２は略タイトルで
指定された書籍２４を認
識する。


